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地域とともにある学校 樹の如く伸びよ 星の如く輝け 校長通信 ＮＯ３０

＜学校教育目標＞ 北海道日高高等学校

魅力ある学校づくりを目指して 自律する人間 共創する人間 錬磨する人間 町 田 英 謙

第１回 学校運営協議会 定通体連日勝支部大会

５月２８日（火）、日高町民センター集会室において、 ５月３１日（金）、帯広市にある帯広の森体育館におい
今年度の第１回学校運営協議会が開催されました。 て、令和元年度の定通体連日勝支部予選会が帯広拍葉高校
学校運営協議会（ＣＳ）は、国の地方創生を目的として、 が主管校となり開催されました。

学校経営方針の承認や情報交換の場を設定したものです。 ４年振りの総合『優勝』、学校設定種目の長縄跳びは、
コミュニティ（共同体）とは、同じ地域での情報交換を目 ２年連続５４回でしたが、６８回の大記録で優勝。バスケ
的とした団体のネットワークのことを表しています。 ットボールは優勝奪還、バドミントンは男子個人準優勝・
年度初めての協議会、委員の任期は昨年度から２年間が 第３位、女子個人で優勝・準優勝、卓球は第３位・４位で

日高町の規定ですが、今年度に人事移動等で着任された方 した。紹介した種目以外でも男子団体でバドミントンが、
々に生涯学習課長の関本 様から辞令交付されました。 全道大会への出場権を獲得しました。北海道各地から沢山
その後、全員の自己紹介があり、議事については前年度 の高校生が集う全道大会でも日頃の成果を十二分に発揮し

の事業報告、収支決算、事業予定、学校経営方針が提示さ て素晴らしい人生の思い出としてください。
れ熟議により内容が全て承認されました。
参加者については次のとおり

全道高等学校ＰＴＡ連合会（日高・胆振）大会
会 長 山田喜代一 様

６月１日（土）、２日（日）、苫小牧のグランドホテル
副課長 石橋明子 様 ニュー王子で、全道から１０００名を超えるＰＴＡが集ま

り「第６９回北海道高等学校ＰＴＡ連合会（胆振・日高）
委 員 本間 透 様、門野京子 様、赤坂俊幸 様 大会」が開催されました。

オキ－フ尚美 様、田中良江 様、下村康博 様、 全体会では、佐藤 北海道教育長がご挨拶され、大会を
竹内雅行 様、佐々木勇詞 様、中田和彦 様、 盛り上げました。また、講演では「可能性を引き出すコミ
佐藤英樹 様、上村泰夫 様、堀 伸司 様、 ュニケーション」として、テレビにも出演されている元・
金光宏明 様、久住 勉 様、関本裕昭 様、 日本ハムファイターズ・コーチの白井 一幸 氏が選手との
高見澤 駿 様、町田英謙、近藤 伸、 接し方について、生徒・子供達の対応に向けた大変ために
岡島礼久、坂本佳子、高橋 健、 ２３名 なるお話をいただきました。二日目は、当番地域である本

校も「学校と地域と保護者が協働した高校魅力化への取組」
と題しまして、石橋ＰＴＡ会長、近藤教頭、坂本教諭、清
谷教諭、そして私が運営者として参加し、１４名の参加さ

生徒総会 れた方々と研究協議をおこないました。始めに近藤教頭先
生からの提言、各校との取組方法の中で、各校が「魅力あ

５月３０日（木）、日高高校の玄関ホールにおいて、定 る高校づくり」に向けて意見交流しました。今回の研修で
期生徒総会が開催されました。生徒会長の水野 君を中心 各学校で活かすことができる内容をひとつでも役立てて欲
に、前年度の活動報告、会計決算報告、今年度の生徒会活 しいと心から祈念致します。私たちにとっては、掛け替え
動計画、会計予算案等が提案され承認されました。 のない時間を過ごすことができました。

定通体連日勝支部壮行会 防火避難訓練

５月３０日（木）、日高高校の玄関ホールにおいて、定 ６月５日（水）、日高高校寮において、防火避難訓練が
通体連日勝支部壮行会が開催されました。バドミントン部、 行われました。昨年度、北海道では胆振東部地震があり、
バスケットボール部、卓球部、そして学校団体種目である 災害の恐ろしさを改めて感じたところです。今回は火災が
長縄跳びの活躍を祈念し、心を一つにして参加することを 発生したという想定で訓練しましたが、日高消防署の方々
確認しました。 に来ていただき、訓練の状況について評価いただきました。

「災害は忘れた頃にやってくる！」ではありませんが、
個々の心の準備を持って、何より人命が一番ですので、も

薬物乱用防止教室 し災害等に見舞われた場合は、慌てず、落ち着いて行動で
きるよう、私も含め確認する機会となりました。

５月３０日（木）、日高高校の玄関ホールにおいて、今
年度の薬物乱用防止教室が開催されました。今回、北海道
静内保健所 平野 一則 様が講師として来校され、危険 学校運営指導訪問
薬物の種類や危険性について説明を受けました。生徒は義
務教育段階から、薬物防止教室については受講しています ６月１２日（水）、本校で学校運営指導訪問がおこなわ
が、改めて一年に一度、違法薬物の身体に対する依存性や れました。当日、北海道教育庁日高教育局教育支援課高等
恐ろしさについて、正常な社会生活を送ることが困難にな 学校教育指導班主査 高橋啓介 様、同指導主事 長尾祐輔
ることが認識できました。生徒共々生涯を通じて禁止薬物 様にご来校賜り、学校運営について分掌部長が課題解決や
を絶対に使用しないことを確認できました。 今後の動向に向けたお話をいただきました。


